
買を
選

挙

は

、

国

民

か

政

治

に

参

与

す

る

一
f

、，d
¥

甘
伊
/

1

J
ノ

¥

・

7

厄
/
'
'
一
唯
一
の
機
会
で
す
。
そ
れ
は
主
権
者
と

師

一

京

日

(

君

主

日

系

)

い

い

τて
の
権
利
で
あ
り
義
務
で
あ
り
ま
す

結

一

一

こ

の

機

会

を

む

だ

に

せ

ず

、

こ

の

権

利

広

一

こ

ぞ

っ

て

投

票

し

ま

し

ょ

う

一

主

し

三

行

使

し

ま

し

ょ

う

。

在

一

一

投

票

は

午

前

七

時

か

ら

蜘
一
一
国
の
統
一
地
方
選
挙
に
先
が
け
て
昨
一
き
て
い
ま
す
が
、
民
主
政
治
に
お
い
て
一
午
後
六
時
ま
で

町
一
年
秋
の
市
議
会
議
員
選
挙
伊
皮
切
り
に
一
は
、
政
治
の
浄
化
は
選
挙
の
浄
化
に
よ
一

一

一

一

P
日

開

票

一
日
十
く
も
一
月
二
十
六
日
の
県
知
事
選
挙
一
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民
の
ひ
と
り
一
良

対
一
一
言
後
の
二
十
九
日
の
衆
議
院
議
員
選
一
ひ
と
り
が
王
室
号
、
各
人
の
正
し
い
一
一
大
洲
市
公
会
堂
)

乙
一
挙
と
、
国
主
の
二
重
量
を
迎
会
え
が
き
通
じ
て
需
に
反
映
さ
↑
川
1

1

川

i

一

た

当

市

で

は

、

有

権

者

の

選

挙

へ

の

見

れ

な

ナ

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

義

理

や

人

一

温

泉

、

事

条

例

の

一

部

改

定

主

一

一

致

ま

よ

:

こ
一
心
も
い
っ
雪
高
ま
っ
て
い
ま
す
o

一

脊

こ

と

ら

わ

れ

ず

、

金

や

圧

力

こ

も

ま

一

小

・

中

学

校

費

な

ど

士

二

議

案

を

審

議

、

四

十

年

度

一

般

、

l
u
Tし

一

訂

さ

れ

な

い

自

分

の

意

士

山

町

国

民

一

特

別

会

主

義

定

の

一

一

議

案

を

継

続

一

飲

ま

さ

な

い

一

投

票

は

自

分

の

考

え

で

一

の

た

め

に

行

動

す

る

宮

、

清

純

な

人

一

ロ

月

市

会

補

正

予

算

を

可

決

審

査

と

し

た

ほ

か

、

原

案

ど

お

り

可

決

一

飲

酒

運

転

の

追

放

一
近
円
」
ろ
一
阿
界
浄
似
の
声
が
高
ま
っ
て
を
兵
ぶ
べ
き
で
す
。
一
市
議
会
の
士
一
月
定
例
会
は
十
四
日
一
か
ら
七
日
間
、
一
般
会
計
補
正
予
算
や
一
し
ま
し
た
。
一
飲
酒
運
転
が
あ
ぶ
な
い
と
い
う
こ
と

一

1
5
5
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i、
t
i
t
sミ
t
i
i
i
i、h
、
一
議
決
し
た
お
も
な
も
の
は
次
の
と
お
一
は
、
だ
れ
で
も
よ
く
知
っ
て
い
る
は
ず

一
真
に
豊
か
な
市
づ
く
り
を
お
し
進
め
た
一
を
通
じ
て
観
光
客
誘
致
す
る
乙
と
の
一
げ
、
胃
昼
間
実
好
か
ら
十
分
検
一
を
こ
れ
に
傾
注
し
、
市
民
の
み
な
さ
ま
一
り
で
す
。
一
菜
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
は

一
い
と
考
え
て
い
る
の
で
と
ざ
い
ま
す
。
一
で
き
る
よ
う
、
富
士
山
の
全
山
公
園
化
一
討
を
加
え
、
芝
、
関
係
各
機
関
と
も
一
が
た
の
御
信
託
に
志
え
し
て
ま
い
り
一

o一
般
会
計
補
正
予
算
l
l総
額
一
芋
一
依
然
と
し
て
あ
と
を
た
た
ず
ふ
え
る
ば

一
そ
の
霊
的
な
も

2し
て
、
昨
年
来
一
を
は
じ
め
、
既
存
還
の
整
備
、
主
警
な
連
携
を
壁
、
富
の
み
な
さ
一
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
な
に
と
差
一
四
百
三
ハ
万
五
千
円
、
う
ち
民
一
か
り
で
す
。

一
量
的
な
首
の
も
と
に
市
開
発
計
画
一
車
道
源
の
開
発
、
聖
書
亘
ま
が
た
の
御
理
解
と
御
協
刀
の
上
に
立
一
ら
ぬ
御
喜
響
力
を
ひ
た
す
ら
お
願
一
電
話
自
動
佑
費
一
百
八
十
万
円
、
菅
一
昨
年
も
、
一
月
か
ら
十
月
ま
で
の
間

一
を
策
定
し
て
ま
い
っ
て
い
る
の
で
と
ざ
、
心
と
し
た
広
域
観
光
圏
の
確
立
な
ど
、
一
つ
て
、
不
退
転
の
決
意
の
も
と
に
将
来
一
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
む
ざ
い
ま
す
。
一
田
保
育
所
土
地
購
入
費
追
加
八
土
ハ
一
に
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
の
た
め
、

一
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
お
き
ま
し
て
、
一
観
光
選
議
く
お
主
君
。
一
の
大
洲
市
議
閣
た
る
毒
薬
き
あ
一
、
お
ら
た
ま
る
年
の
は
じ
め
に
、
私
一
万
七
千
円
、
幸
楽
園
設
置
に
伴
う
社
一

南

っ

く

り

に

、

新

し

い

角

度

か

ら

対

処

一

一

一

一

一

一

県

下

で

二

百

六

十

七

人

の

死

傷

者

が

出

一
ま
ず
第
一
に
、
農
業
の
面
に
お
い
て
一
以
上
二
点
を
住
と
し
、
そ
れ
に
庄
旦
げ
た
い
と
念
願
い
た
し
て
い
る
の
で
あ
一
の
決
意
の
一
端
を
申
し
述
べ
、
あ
わ
せ
一
協
補
助
金
吉
三
土
ハ
万
六
千
円
、
養
一

け
訪
問
日
訪
日
付
打
ー
い
っ
た
こ
一
は
新
た
な
農
用
地
の
造
成
、
酪
農
主
主
撲
を
加
え
た
も
の
を
所
得
向
上
の
基
一
り
ま
す
υ

一
て
市
民
の
み
な
さ
ま
が
た
の
御
室
を
一
警
人
ホ
l
ム
費
五
十
六
万
六
千
円
一
て
目
下
す
る
と
き
存
は
、
「
一

私
は
過
去
一
言
く
震
を
担
当
い
一
地
の
形
成
、
毒
物
の
省
力
化
と
技
術
宝
施
策
と
し
、
あ
わ
せ
て
教
育
文
化
、
一
い
わ
ば
本
在
、
そ
の
新
し
い
大
洲
市
一
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
と
一
保
育
所
費
一
平
七
万
円
、
失
業
対
策
了
、
ぐ
ら
い
は
だ
い
じ
よ
う
ぶ
」
「
ま

た
し
ま
し
て
、
乙
の
雪
い
っ
そ
う
深
一
革
新
に
よ
る
増
産
ど
、
抜
本
的
基
一
民
生
、
衛
生
な
ど
の
諸
施
策
を
取
り
上
一
建
設
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
し
て
、
会
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
一

l
i
t
r万
七
千
円
、
農
地
引
ば
い
存
」
な

E酒
豪
ん
だ

く
す
る
の
で
と
ざ
い
ま
す
が
、
か
ょ
っ
育
改
善
を
図
り
、
経
営
と
し
て
し
成
り
立

l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
1
I
l
i
-
-
1
i
l
-
-

一
り
、
す
す
め
た
り
す
る
の
は
絶
対
に
禁

一日目白石川県一一旧民訴時一一ん諮問

I
U
H
r
b
z
)一民一時一一一一一一…一一一一一軒片山出

市
民
の
み
な
さ
ま
、
あ
げ
ま
し
一
に
大
き
な
期
待
を
つ
な
く
あ
て
あ
る
す
た
が
た
の
所
得
の
増
大
事
一
に
一
策
重
め
る
か
だ
わ
ら
、
商
居
街
の
建
川
異
例
己
々
社
続
人
た
ち
は
風
!
の
に
は
イ
タ
ジ
イ
の
量
り
周
回
二
ハ
一
「
あ
の
と
き
飲
ま
な
か
っ
た
ら

め
で
と
き
ざ
い
ま
す
希
望
五
日
開
上
明
日
目
い
一
向
日
同
時
間
間
一
円
四
日
当
時
間
野
副
…
…
紘
一
期
制
昨
日
刊
誌
に
げ
訂
山
崎
明
日

u
b一」
J

サ
リ
臨
時
訪
れ
い
叫
す

持

世

話

持

刊

訂

正

さ

わ

し

い

実

の

あ

る

の

た

め

の

諸

施

策

の

遂

行

に

あ

た

り

¥

一

一

ぷ

山

間

島

限

crm官官
民

訂

コ

、

む

キ

唯

一

運

転

す

る

人

も

、

し

な

い

人

向

次

の

一
一
お
よ
ろ
乙
ぴ
を
申
し
上
げ
ま
す

i一
円

社

香

川

協

議

会

で

の

自

覚

書

の

も

と

に

立

っ

て

も

説

話

一

一

一

地

者

間

た

還

で

市

内

で

イ

ヌ

シ

デ

幹

百

通

周

一

一

一

一

四

川

1
り
一
乙
と
は
さ
っ
さ
だ
さ
い

一
に
、
主
主
政
に
た
い
す
る
御
支
援

J

少

年

少

女

を

一

自

ら

つ

と

い

う

意

識

宅

つ

も

の

で

、

い

畑

氏

い

州

沢

在

有

問

大

変

貴

重

な

自

然

ル

。

ム

ク

エ

ノ

キ

幹

目

通

雪

一

・

一

四

一

O
運
転
す
る
前
に
は
、
絶
対
に
酒
豪

川
!
l引
一

御

協

力

に

ま

ず

も

っ

て

衷

心

よ

り

感

謝

目

」

に

祝

う

行

事

;

高

え

る

立

替

の

日

と

も

あ

わ

せ

な

3
Z柳
所

司

林

の

一

つ

で

す

c

メ
ー
ト
ル
な
長
あ
り
ま
?
。
一
ま
な
い
習
慣
を
つ
け
る
。

η

日
間
一
日
方
土
一
高
し
ト
げ
る
次
第
で
芸
い
ま
す
Q

)

に

な

り

か

文

内

勺

宜

反

余

部

の

新

年

に

民

主

新

ら

し

い

希

望

に

一

O
酒
豪
む
場
所
へ
は
、
事
量
転
し

ょ

平

二

一

御

承

知

の

よ

う

に

、

昨

年

は

こ

の

十

、

.

~

J

5

4

'

J

み
ち
て
初
謡
で
を
し
ま
す
が
、
保
護
さ
一
て
行
か
な
い
。

4

止|録
M
U
一

一

一

一

年

間

み

な

さ

ま

が

た

と

と

も

に

、

営

の

臼

」

「

少

年

の

日

」

柳

沢

下

所

と

シ

ラ

カ

シ

、

ァ

ラ

カ

得

花

守

れ

た

社

襲

警

清

浄

遣

さ

を

加

え

一

O
酒
を
飲
ん
だ
ら
雲
預
け
て
帰
る
。

賠

μ
キ

一

一

々

と

し

て

築

い

て

ま

い

り

ま

し

た

大

洲

ら

お

と

回

処

小

学

校

と

の

ジ

等

の

群

落

差

と

し

、

乙

れ

に

シ

一

7
U持
凶
腎
官
四
軒
目
。
運
転
す
る
人
に
は
、
酒
を
飲
ま
さ
な

口

男

女

敬

一

世

積

一

一

市

の

一

頭

上

に

明

る

い

光

が

照

ら

す

に

も

段

階

差

り

は

じ

め

中

程

の

宍

落

川

畔

ク

チ

ズ

ル

、

フ

少

な

ど

の

大

き

な

蔓

が

重

で

あ

る

ば

か

引

で

な

く

、

い

ろ

い

一

ぃ

。

時

却

一

に

て

、

多

〈

の

面

か

ら

新

し

い

発

悦

の

に

あ

る

H

十

四

ム

向

の

に

は

三

島

神

社

の

絡

み

つ

き

、

下

木

に

は

ム

ラ

サ

キ

シ

キ

ろ

な

面

で

私

た

ち

の

生

活

に

欠

が

せ

ぬ

一

O
運
転
す
る
人
が
酒
を
飲
も
う
と
し

t
似

一

段

階

を

示

唆

す

る

よ

う

に

、

本

市

に

と

社

会

の

一

員

と

し

て

う

つ

蒼

と

し

た

森

ブ

、

カ

ゴ

ノ

キ

、

ヤ

ブ

ニ

ァ

ケ

ィ

、

y
文
化
財
と
一
玄
え
ま
す
。
(
写
真
は
清
一
ら
、
す
す
ん
で
と
め
る
。

つ

て

は

ま

こ

と

に

意

義

深

い

一

年

で

あ

が

県

道

上

か

ら

日

パ

キ

、

ム

ク

エ

ノ

キ

、

ア

カ

メ

ガ

シ

ワ

浄

神

聖

さ

一

を

加

え

る

一

一

一

島

神

社

々

叢

)

響

察

ス

ポ

ッ

ト

少
女
は
、
千
余
名
で
、
こ
の
日
各
中
山

学
校
で
は
「
少
年
式
」
が
あ
げ
る
ほ
刊

か
、
た
く
さ
ん
の
行
事
を
γ

ア
定
し
て
M

い
ま
す
が
、
各
家
庭
で
日

を

究

お

う

も

①

震

の

掲

揚

②

ぷ

JI--
二
少
年
式
」
の
意
一
講
堂
高
山

し
合
い
、
赤
飯
を
た
い
叫

て
相
う
ー
な
ど
し
て
乙
の
運
動
に
協
w

カ
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
w

す

丸

山

月

日1 5 昭和 42年 1且

所
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洲
川

編

大

所
得
増
大
を
第
一一一一... 

lこ

豊
か
な
市
づ
く
り
へ

本

月

の

納

税

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

大
洲
市
長
村
上
清
士
口

市
県
民
税
四
期

第 13 1号

保

険

税

五

期

11月末市の人口

人

社
会
、
家
庭
と
も
に
祝
い
励
卓
八
ヲ
乞
つ

と
い
-
つ
も
の
で
す
。

少
年
の
日
を
列
え
る
市
内
の
少
年

、、，ノ
A
1
E
'
 

〆，‘、

グ
横
を
む
い
て
歩
こ
う
d

オゴ
口

一一九二、

d

f

t

y

 

日

交
換
分
合
に
か
か
る
経
費
四
十
五
万

五
千
円
、
緊
急
飼
料
作
物
増
産
事
業

補
助
金
二
百
万
円
、
中
小
企
業
融
資

出
資
金
二
十
万
円
、
道
路
橋
り
ょ
う

費
五
十
万
五
千
円
、
小
学
校
費
百
三

十
九
万
七
千
円
、
中
学
校
費
百
四
十

五
万
七
千
円
、
保
健
体
育
費
四
十
七

万
二
千
円
、
転
員
給
与
改
定
費
八
百

八
十
万
円
ほ
か
。

。
温
泉
条
例
の
一
部
改
正
1
1営
業
用

以
外
で
特
に
必
要
を
認
め
た
者
に
給

湯
す
る
使
用
斜
十
立
方
メ
ト
l
ル
の

基
本
判
料
金
を
千
五
百
円
に
、
超
過
判
料

金
は
一
立
万
メ
ー
ト
ル
と
と
に
百
円

と
す
る
。
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